
K.Y.さん（男性）県内大学

説明会・合同企業説明会参加回数・・・25～30回くらい

就活を始めた時期・・・令和8年4月頃から

ES・履歴書提出社数・・・15～20社

面接社数・・・15社

内定社数・・・2社

【就活データ】

内定先業種 : 情報通信業

＜利用サービス＞

・就職相談（応募書類添削、面接練習含む）

・パソコン利用

【キャリアセンターで利用したサービス】

＜良かった点＞

Web面接の際に個室とWi-Fiを貸していただけて

万全の状態で面接に臨めたことや、自身の不安を

吐き出したり、現状確認を一緒にしていただいた

ことで、就活を止めずに進められたことが、利用

して良かった点だと感じています。最初は適性検査の対策に力を入れて、それからES

の提出に向けて自己PRとガクチカの作成、ある程

度ESが通るようになると、ESに書いたことを自身

の口で説明できるようにしました。

【どのように就活を進めましたか？】



***

【就活で苦労したこと／工夫したこと】 【内定をもらった企業に決めた理由】

＜苦労したこと＞

1次面接がなかなか通らず、また、自分の中で本

当にここが良いと思えているか分からないところ

が面接でもところどころ出てしまっていたのか、

最初の頃に受けていた面接では、どれも翌日にお

祈りメールが来てしまったりと、なかなか結果を

出せなかったことです。また、「なぜその企業な

のか」を答えられるようにすることが、もう一つ、

苦労したことです。

これから就活をする方／就活中の方へ一言！

＜工夫したこと＞

聞かれたことに対して、私自身の考えを隠さず、

かつ簡潔に答えるように意識するようにしました。

正解がなく、私の考えを聞きたいという質問も多

かったので、それらに対して飾らずに私の考えを

しっかり伝えられるようにしました。

また、それらを一人で進めずにこの

キャリアセンターや友人などに軽く

話すことで、立ち止まらないように

しました。

未経験でも手厚く教えてくれる研修内容と、また、

仕事を覚えていって信頼される立場になりたい自

分の就活の軸にも合っていたからです。

何を聞いたらいいか分からない、自分の悩みを言語化

できない、使ったことないから最初の一歩が怖い、と

感じる人は多いと思います。私も最初はそうでしたし、

どうやって進めたらいいのかな、と思うこともありま

した。それでも、そのモヤモヤを言葉にして相談した

上で、これからどうしたいか、どんな働き方がいいか、

と具体的に考えられるようになったのは、近しい人(友

人)でも、このキャリアセンターでも、その考えを伝え

られる人たちがいてくれたからだと思っています。

なので、一人で考えすぎず、分からないこと、不安に

思っていることを相談していったら、

必ず、良い結果になって返ってくる

と思いますので、皆さん頑張って

ください。
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